
章 第 2 京都大学総合人間学部構内 AR24 区の発掘調査 

伊藤淳史 富井 眞 

Ⅰ 調査の概要 

今回の調査地点は ，総合人間学部構内の」 む 端に位置する ( 図版Ⅰ   249)0 1995 一 199f 年 

にかけて校舎新宮にともな 6 発掘調査を実施した 238 地点の周辺隣接地にあ たり，付随Ⅰ 

事 等に 2 0 あ らたに掘削される 部分 330 ㎡について， l996 年 3 月 2i ロ ー 4 月 l7 日に調査を 

おこなっ                                                                                     報告にあ たっては，それぞれ「 束 調査 

区 」「商調査 区 」と呼ぶ ( 図 1) 。 

先行して実施された 238 地点の調査 ( 以下「双回調香」とする ) では，弥生時代前期の 

土器 棺 墓の可能性の 高い遺構，奈良時代の 土器 溜 ，平安一 鎌 食時代の溝 群 ，室町時代の 直 

角に曲がるコーナ 一部分を持つ 大 溝や井戸，近世の 柵列や野壺 群 な ビ ，冬期の遺構と 多量 

の遺物出土をみており ，一帯が長期にわたり 利用され続けた 空間であ った様子が明らかと 

なっている [ 伊藤 2000 コ。 今回の調査でも ，同様な時間幅の 遺物が整理 箱 l2 箱 外出土した 

ほか，前回調査ではみられなかった 中世の掘立 柱 建物跡や多量の 銭貨をともなう 集 石上坑 

など，小面積ながら 重要な遺構が 複数発見されており ，調査仙一帯の 遺跡としての 重要性 

を 示す情報がいっそ う 充実する成果が 得られたといえる。 

なお現地調査と 整理作業は伊藤淳史 と 富井 眞が 担当し，下坂澄子‥土井明子・ 菅野頸・ 

安見昌幸の助力を 得た。 本章の執筆は ，おもに 東 調査 区 に関しては伊藤が ， 西 調査 区 に関 

しては 冨井 が分担し，伊藤が 全体を調整した。 

図 T  調査Ⅹの位置                       



  
2 層 ィ工 止 

面調査区は内壁， 束 調査 区は南 嘩の層位を示す ( 図 2) 。 

西 調査区の灰褐色土 ( 第 2a 層 ) は ， 厚さ ROcm 前後に達する 砂質の脆い 届 。 細かな違 い 

から 3 層に分 層 Ⅱ 能 だが，造物の 内容に変化はなく ，一括した。 前回調査の所兄を 参考に 

すると，この 層のほと と も な 

う 埋め立． て 整地Ⅱとみられる。 茶褐色土 { 第 3 層 ) は，平安時代一案 町 時代の遺物包含 層 

で，北方へ向かうほど 堆積が薄くなる。 また，場所により 暗 茶褐色一決褐色に 色調が 漸移 

的な変化をみせる。 黄褐色砂質Ⅱ ( 第 4 膳 ) と白色砂礫 ( 第 5 層 ) は， ともに 無 遺物で基 

盤屈となるものであ る。 

束 調査区の灰褐色・ l ニ ( 第 2b 層 ) は，近世の遺物包含 屑 だが，厚みに 乏しく，堅く 縮 ま   
たと推察される。 暗 茶褐色土                                                                                                                                       

定して存在していない。 里 褐色． l-. ( 第 4 層 ) は，基本は奈良時代と 弥生前期の遺物包含 層 

だが，一部中世の 遺物も混じる。 弥 小前朋の造物包含 層が 奈良時代や中世に 撹絆 されたも 

のと判断される。 黄褐色砂質 土 以下は無遺物で ， 西 調査 区 と共通する。 

[ 商調査区画 壁 (A-A, り   
  X=1485 

-Ni 56m   

2a 

一 " 一 55m           " ノ " 一 "   
"" 一 "     

[ 哀調査巨商聖 (B- ずり   
                          56m 一 
    

  "
 
。
 
。
 
三
 
一
 

 
 

-""" Ⅰ " 
55m 

  表土・ 撹乱 2a.2h 灰褐色 土 

  茶褐色土 ( 匹 ) . 暗 茶褐色土 ( 束 ) 
4 黒褐色土 5 黄褐色砂質 土 6 白色砂礫 

図 2 冊 査区 0@ 層 伸 縮尺 土 /fn0 

  

  2m   



上世   

3  止 退 、 構 

東 ・西面調査区の 遺構を図 3 にまとめて表示した。 以下，時期・ 調査 区 毎に説明する。 

なお縄文時代晩期以前については ，土器の出土のみで ，遺構はない。 

Ⅲ弥生時代前期の 遺構 ( 図版 2, 図 ⑤ 

東 調査区の遺構 弥生時代の遺構の 多くは，黒褐色土の 堆積するこの 調査 区 下検出さ 

れている。 SK8 は，調査区画壁際で 見つかった 2 m を越える大きさの 不定形な土城 で ， 

調査 区 外へとつづいている。 地山の黄褐色砂質上上面で 検出され，それを 30 。 m 程度掘り込 

んでいるが，一帯の 黒褐色土中からも 弥生 - ド器什がまとまって 出土しており ，本来はそれ 

似ト の 深さの土塊であ ったとみられる。 また， この SK8 の底面で浅い 南北方向の溝 状 遺 

構が検出され ，地上より弥生土器小片が 出土したため ， これを SDg として区別した。 

SKg は， 径 l m 程度の円形の 土城 で ，深さ 20cm 程度，底は平らであ る。 壺の大破片 

(131) をはじめ，比較的おおぶりの 土器什が複数出土している。 

SKl0 は，長さ 2m 幅 80em の楕円形の土塊 で ，検出面からの 深さは 60cm 。 上面の一部を 

古代の溝 Smln に破壊される。 珪土中から少量の 弥生土器 什 が出土した。 

西 調査区の遺構 明確に確認できた 遺構は SK4 のみであ るが，中世の 包含 層 申から 

多数の弥生土器 片 が得られており ，歴史時代以降に 別平されている 可能性が高い。 

SK4 は， 径 50 。 m 程度の浅い円形土塊 で ， 渋 茶褐色土を埋 土 とする。 前期の葉 (1 7) 

が 一括出上し，それ 以外の時期のものを 含まないため ， この時期の遺構と 判断した。 

(2) 古代以降の遺構 ( 図版 3, 図 3 . 4) 

東 調査区の遺構 奈良時代の不定形土塊，平安時代の 溝，室町時代の 円形土 坑 があ る。 

SP251 一 253 . 256 一 261 は，いずれも 黒褐色土を埋 土 とするさまざまな 規模の不定形 

十坑で ，奈良時代ころに 比定できる土器片の 出土をみた。 検出面からの 深さは 30 ㎝双後だ 

が，輪郭不明瞭なものが 多い。 SP254 , 255 , 262 は，珪土からの 出土遺物が無いため 決 

め手を欠くが ，堆土や形状の 特徴が共通しており ，同時期に属する 可能性があ る。 

SDl0 は，方位を 10 度 ほど西に振る 南北方向の小満 で ，幅 60cm 深さ 25(   、 " 程度の断面 U 字 

形を呈し，黒褐色土を 埋 土 とする。 出土遺物から 9 世紀代に下る 遺構とみられる。 

SE.l は，黒褐色 - Ⅱ上面で検出された 径 l m 深さ 40cm ほどの円形土城 で ， 淡 灰褐色土を 

埋 士 とする。 15 世紀代に下る 土師器が出土している。 形状から野壺と 判断して遺構番号を 

付したが，それ 以外に決め・ 子 ，となる痕跡は 認められなかった。 
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図 4  ,l. 世の掘立 杜 建物 跡                               

商 調査区の遺構 古代の ト坑 ，中世の建物・ 溝 ・ 土坑 ，近刊                                             とを 

            した。 SK2 . SK3 . SKll は 11 ℡紀の土師器川を 多く含む土 坑 てあ る。 中世の追構は 

調査凶兆半に 集中する。 堀 方柱建物 跡 SHl は南北 3                                                                             

まては確認している ( 図 4) 。 柱間は 2 m て 一定                                                                   

                            柱穴 埋 廿は単 層 て 礎石や添石は 認められす人件遺物も 乏しい。                       

の 瓦をともなっ                             を切るかたちて 由 北方向に長さ 2 一 3 m て 短冊 状 に展開   
る 南北二つの 畝 梅酢に連なる。 この一つの 畝溝肝 にはさまれたところに 土城 2 基 (SXl   

SK7) と東西溝を検出した。 集 右上 坑                                                                                             

l4 一 @5 世紀てあ ろう。 不定形土 坑 SK7 もほぼ同時期と 思われる。 これら                               

る溝 SD7 は，平安時代中期・ 後期の凡を含むか ，最終埋没時期は 鎌倉時代てあ る。 これ 

                                      しる 溝 Sn8 も同日 j 期て ， 前回調査                                             

近世ては，野壺 SK2 は 18 世紀 こ                                                                                             
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山縄文・弥生時代の 遺物 ( 図版 4, 図 5 一 7) 

哀調査 区 の 黒 褐色土を中心に ，東西市調査区から 多数の土器が 出土，している。 ここでは， 

時代および種類ごとに 呈示し出土調査区や 遺構については 適宜述べる。 出土遺構に言及 

しない資料は ，古代以降の 遺構や包含層からの 混在山上品であ る。 

縄文時代の土器 (1 1 一 1 g)  i l . 1 9 . 1 4 . 1 5 が 西 調査 区 ，それ以外が 束 

調査 区で ， 1 3 . 1 9 は弥生前期の 土城 SK Ⅰ 0 から， T 6 . T 7 は黒褐色 1@ からの 出 ．Ⅱ   

T l 一 T 3 は曲線や渦巻き 状の沈釈文様が 施されたもの。 Ⅰ 1 は 波状」」縁の 部分で， 器 

壁は厚く ， 太い棒状工具に よ る 刺突と 洗練が認められる。 T 4 は 縦位の LR 縄文が帯状 

にはしる服部破片。 1 5 . T 6 は粗製深林の 口縁部片 。 T 5 は内外とも横位の 条痕調整し 

て ，口唇部を丸く 収める。 T 6 は外面のみ条痕調整で ，端部を面取りする。 T 7 は外面 に 

横位条痕をもっ 破片で，粗製深林の 頸胴部 付近だろう。 以上は，有文Ⅱ器が 中期末に， 和 ． 

製 土器はおおむね 後期に属するものだろう。 

T 8 . 1 9 は強く外反する U 緑郎 で ，内外とも条痕調整され ，口唇部に 0 字 状の押捺が 

あ る。 T 8 は外面に厚く 煤が付着している。 いずれも晩期なかごろの 深 鈴口 縁 であ ろう。 

弥生時代前期の 土器 (Hlo 一 153)  116 . 118 . 121 , 131 . 135 一 T38 . T40   

T45 . T46 . 150 が 西 調査 区 ，それ以外が 束 調査区の出土。 T16 . 137 . じ 38 が SK4, 

110-113@ @@ 117@ @@ 132@ @@ 133@ @@ 143           I53@ ， SK8 ， 119 ， 126 ， 128 ， 148@ ， 

I  7 

  15cm 

図 5  縄文時代のⅠ   : 器 縮尺 1 月 
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図 6 弥生時代のⅡ 器 Ⅰ ) 縮尺 け 4 

SK8 周辺の黒褐色土， T22 が⑤ や ， 124 。 15l が SKl0 ， 1l5 が SDg, 114 . 123 . 1 

25 . T29 . Ⅰ 30 ・ 134 が 里 褐色     L からの 出 l" であ る。 

1 博一 Tl5. [23 一 T43 は 壺 。 総じて，この 時期に通有の 箆磨きに よ る 器 表山の 仕ピげ 

が 簡略化されている 傾向がうかがえ ，刷毛目調整をそのまま 残す個体も日立っ。 回線 部は ， 

いずれも強く 外反する形態で ， T23 一 T26 のように端部に 装飾をもっものがあ る。 T23 は 

箆描 洗練 と 刻みを組み合わせており ， T24 は木日のみられる 工具先端を用いて 羽状に刺 突 

  



  
する。 また， T26 は刷毛目調整と 同じ工具を押し 引きする特異な 装飾であ る。 頸部 と 刑部 

は ついては，各条の 箆描 洗練 丈 をめぐらす装飾が 主体であ り， T30 では 9 条まで確認され 

る。 それ以外では ， 削出突帯 1 点 ，貼付 突帯 2 点があ る。 Ⅰ 37 は唯一の 削 山柴帯別 で ， 2 

条の箆 描 洗練 に 挟まれた部分の ヒ 下側を磨いて 低めることによって 突 帯を造出する。 突帯 

Ⅰ : は磨かれないので 刷毛目が残る。 Tl Ⅰ・ T41 は貼付 突帯 をもっ 例 。 Tll は，指頭で押捺 

した細くこぶりな 突帯が 頸部に 2 市めぐり，その 上・Ⅰに， 突 帯を貼り付けた 際の横撫で痕 

も巾 副 よく残る。 T41 は 胴部ト 半の小片で，実弟上に 浅い V 字 状の刻みが施されている。 な 

お ， T ばの 口縁一 頸部と T l3 の頸部一肌 部は ，同一個体となる 可能性があ る。 工 16 . T17 . T44-- TFl,,: は 穿 ない 一 6 一 ま 川 緑 土日 は 力 。 知 - ム 。 く 「 く 」 字 ， Ⅱ 人 @ 夕 中 反 し 

                                                                                                                                                                                                                                                    器 表面は，内外 

両面とも撫でて 平滑にされている。 r17 は回線 部 が強く 竹 反し 胴部 が張らない形態で ， 

目縁端部に V 字 状の刻み，頸部に 4 条の沈 線 を施 す 。 外面は，斜方向の 浅い刷毛目調整で 

企面を 仕卜 げており，   ，部に薄く煤が 付着する。 内曲は撫でて 平滑にされる。 Ⅰ 44 一 1 ㏄ 

はⅡ 縁一 頸部にかけての 破片で，覚曲を 刷毛目調整し 頸部に沈 線 をもつものが 主体とな 

る 。 沈 線装飾をもたないⅠ 45 . 146 は鉢であ った可能性が 向 い。 

T18 一 T22 は底部。 いずれも岩壁 が 原千で，外面は 磨きや撫で調整により 平滑にしてい 

  こうした特徴と ，                                                                                                                                 と， こ才 Ⅰ       

いずれも壺の 底部であ るとみられる。 

似ト の 弥生土器は，双回調査の 出土資料，とほぼ 同内容であ り，前期前段階の 特徴をもつ 

ものがまとまっている 資料といえる。 とくに，目縁部の 強い外皮 や端 面の装飾， 沈 線の著 

しい参集化といった 特徴を考慮すると ，新段階でも 後半期に位置づけられるものだろう。 

㈲古代以降の 遺物 ( 図版 5, 図 8 一 11) 

東 調査区の出土遺物 出土量が少ないため 種類毎にまとめる。 それぞれ， Ⅰ 58 . 160 

が SDlo, 162 が SP 笏 l, 168 . ] 70 が SEl, 1 阿一 157 . Ⅰ 59 . 1 引 ・ 163 一丁㏄・ 

167 , 169 が黒褐色 土 ， 166 . Ⅰ 7l . 172 が 暗 茶褐色土の出土であ る。 

T54 一 T58 . T64 は奈良時代の 土師器。 TR4 は杯で，「 @ 周辺は強く横撫でし ，端部を 

短く内側に巻き 込む。 外面 卜半は箆 削りするが，綱位の 叩き痕がのころ。 TR5 も 杯 だが， 

丸みを持って 立ち上がる「 @ で，端部は短く 内側に巻き込む。 内山の全面と「   @ 周辺は横 

                                                                                口 緑の内面側に 一部 煤が 付着する。 T ㏄ 一 T58 は 椀 。 156   

T57 は外面に千持ち 箆 削り痕がみられるが ， TFi8 は撫で調整でⅢ                                                                 
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図 8  束調査床山Ⅱ古代・ 中世遺物 (l 54 一 Ⅰ 毬   I64 . 1On,5 ． 一 T71 土師器 ， T59 緑柚 、 陶器 ， 1 

60 八神陶器， Tf61 一 1 f63 須恵器， T72, 白磁 ) 

土器。 大粒の石英粒を 含む粗い胎土で ， 岩 壁は厚い。 内 而は撫でて仕上げる。 

T59 は精良な灰白色の 胎土の皿 形 0 ・ l.@ 器 。 口縁 周辺は強く横撫でされ ， Ⅱ半は内外面と 

も箆 磨き                                                                                                                                                                                       

                                  日録がわずかに 外皮する 器 形で，内面に 薄く刷毛塗りされた 杣が残る。               

代に比定される。 

T6 Ⅰ 一 T6.. 恩 須恵器の底部。 T61 は 壺 ， T62 , T63 轍体 であ ろう。 T6l . T62 には， 外 

側に踏ん張る よう に高台が貼り 付けられる。 おおむね奈良時代に 属するものだろう。 

T65 一 T7l は中世後に期の 土師器。 T65 . T6g 一 T7l は赤褐色を呈する 小形の皿 AT で， 

押縁 部 形態はそれぞれ E, 類 ， F, 類 ， F 頗 ， F, 類 。 T66 一 T68 は，灰白色を 呈する い わ 

ゆる凹み底心 椀 。 T72 は白磁椀の底部で ，内面のみ 施粘 し，見込みに   ，朱圏 線 をもっ。 

西 調査区の出土遺物 遺構何に述べる。 軒瓦の分類は 前回調査に準じた。 

  



沖退   

SK3 出土遺物 ( Ⅰ 73 一 T7 ⑪ いずれも土師器 皿で ， 淡栓色 ないし 燈 褐色を呈する。 

T73 は「 て 」 字 状日録手法 B 麒 。 174 も「 て 」 字 状日 縁 手法で B. 類 ， Ⅰ 75 は 2 段撫で手 

法 C, 類 。 これらの遺物からこの 遺構の年代は ， 11 世紀なか ご、 ろとは 、 われる。 

SK 「 l 円 Ⅱ遺物 (176 一 186)  i76 一 T81 は 淡 樺色ないし 鐙 褐色を呈する 土師器。 

T76 一 T80 はⅢ。 ¥76 と T77 は，それぞれ「 て 」手冊 @ 手法 B, 類と B 。 類 ， T78 と T79 

は 2 段撫で千 法 C, 類 ， T80 は 1 段 撫で面取り手法 D 。 類であ る。 T81 はⅡ 径 約 gcm の 受 Ⅲ。 

T82 は 楠葉 型の瓦器 椀 。 T83 は須恵器 携 。 l @ 端部を欠く。 T84 は須恵器 杯 底部。 円盤状 

の 高台をもつ。 T85 は 外区に 珠皮 が 密に巡る軒丸瓦。 内 区は蓮華文と 思われるけれども 不 

明瞭。 T86 は中戸 に 蓮子をもつ 複弁 四葉蓮華文軒丸瓦。 KCM2A 。 瓦当裏 面の絞りをもつ 

布目 痕 が特徴的であ る。 これらの軒丸瓦は 平安中期に比定されよう。 以上， l0 世紀にさか 

のぼる造物も 含むものの， この遺構の最終埋没時期は 13 『 紀 前半ごろと思われる。 

SK7 円 ゴ     遺物 (187 一 T97)  187 一 T95 は， 椅 褐色を呈する 土師器。 T87 は i 段 撫 

で面取り手法のⅢ， 188 一 190 は 1 段撫で素線手法の℡で ， 189 は E, 類 ， Tg0 は E, 類 。 

Tg Ⅰ 一 T95 は口径ほぼ 9 ㎝の 受 Ⅲ。 T96 は軒丸瓦。 内 区は摩滅に よ り不明瞭だが ，蓮華文 

であ ろう。 外因には 珠文が 巡る。 T97 は瓦当面の ト下 幅が狭 い 剣頭立軒平瓦で ，凹面の布 

日を撫で " 消す。 KCH: 、 ;mI 。 このほか，「 メ 」甲状の能記号をもっ 丸瓦が 1 点出」 : している。 

これらの遺物は ，古代の瓦を 含むものの，おおむね 13 一 U4 世紀に位置づけられる。 

SD7 出土遺物 (198 一丁 聡 2)  198. 199 は 燈 褐色を呈する 土師器 皿で ， ともに 1 

段 撫で面取り手法。 1 l00 は広和陶器の 底部で，内面に 粘が見られる。 高台は貼り付け。 

Tl0l は単弁大東蓮華文の 軒丸瓦で， 外区が ， 段 窪み 珠文 をもたない。 K(Mll であ ろう   

Ⅰ 102 は均整唐草文軒平瓦と 思われるが，摩滅が 著しい。 平安後期と は 、 われる遺物が 日ⅠⅠ 

っが ，遺構の最終埋没年代は 13 世紀 にまで   ドる 23 であ る。 

SD8 出土遺物 (1103. 1104)  1103 は灰白色の土師器Ⅲの 底部で，円盤状高台に 

糸切 痕 をもつ。 T104 は剣頭立軒平瓦。 剣頭内の子葉 が 3 本になる KClT30R で，鎌倉時 

代のものであ ろう。 

SHl 出土遺物 CI]05 一 1l08)  1105 一 「 107 はいずれも珠皮 帯 をもっ口火軒丸瓦で ， 

TloR . T l07 は，右巴で覚床 圏線 をもっ KCM22Ban I108 は剣頭皮軒平瓦。 中心飾りに 

右巴文を配する KCH30Ah 。 いずれも中世のものであ ろう。 

SXl 出土遺物 (1l0g 一 T126)  1109 一 1@l3 は土師器 皿 。 Tl09 一 % Ⅱ 2, は 1 段撫で 

素線子法 E 。 類で， n113 は 1 段撫で面取り 手法 D 。 類 。 Tl0g. Tll0 ・ Tll2 は 樟 褐色を呈 
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図 9  SK.R 出 l: 遺物 (173 一 T75 土師器 ), SKll 出土 追物 (176 一 1 ㎝ ド師器 ， T82 Ⅲ 色 土器， 

Ts3 . T84 項せ ． 器 ， T85 . T86 軒丸瓦 ), SK7 出土遺物 い 87 一 1 卵   ト ． 師器 ， Ⅰ 96 軒丸瓦， 

「 97 軒平瓦 ), SD7 Ⅲ 叶 ．造物 (. Ⅰ 98 一 Tgg l: 師器 ， T l00 床 杣系 陶器， T lnn WT: 申 丸瓦， 

Tl02 軒平瓦 ) SD8 出土遺物 ( T103 土師器， Ⅰ㎎ 4 軒下 瓦 ) SHl 四   l: 遺物 (1l05 一 Tl07 

軒丸瓦， Ti08 軒平瓦 ) 
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図 l0  SXl                               1113！ 師器 ， T114 陶器， Tll5 一 T118 軒丸瓦， 1                           
平凡， 1 け 6 十九 ) 
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  、 へモ 1l40  色 R 。 2 、 
" 一 "   目 ""         : 万   。   " 詐 ;"   申 "     。 ; 硫 。 。   20cm 

図 Ⅱ SE2 出土遺物 (T127 一丁 13 Ⅰ土師器， Ⅰ 1 羽陶器， T133 磁器 ), 
灰褐色Ⅱ出土遺物 (1134 一 Tl44 陶器， Tl45 . 1146 磁はぎ ) 

し， 1111  .  Ⅰ ]13 は 淡燈 色を呈する。 Ⅰ 114 は陶器 壺                                                           Tll ぅ -@  T1l8 は 軒 

丸瓦。 1115 は 1 段高い中男 は 田文をもっ 複弁 八葉蓮華文で KCM20 。 ， 1116 は 内区に 蓮華 

文をもっと思われるが 不明瞭。 1117 は 複弁 推定六葉蓮華文の KCMU4o 11l8 は右巴 文 。 

l11g 一 Tl おは 軒平瓦。 1119 . 1120 は唐草文系統。 前者は凹面の 布目が粗 い 。 後者は内 

区 が幅 狭で 凹面を撫で消す KCH25n Il21 一 1l2Fl は剣頭文の     、 群で， 1121 は子葉の太 

く 長い KCH3OC 。 I122 は凹面の布目が 糸 m かく瓦当裏 面にも布目が 残る。 KCH30Gb か 。 

1123 一 T 125 は彫りが深く 凹面の細かな 布目が撫で消され 凸面は縦方向の 撫でとなる 

KCH30Ho l126 は平瓦。 これらは，瓦に 年代幅があ るがおよそ中世後半の 遺物であ る。 

SE2 出土遺物 (1127 一 T133)  1127 は灰白色を呈する 土師器 皿 。 見込みに細い 固 

練 が 巡る。 T128 一 1131 は 淡燈 色の土師器小皿。 1132 は陶器 椀 。 内外面とも鉄柵がかか る 。 Ⅰ 133 は磁器 仏飯 。 これらの遺物は ，近世後半に 比定されよ つ . 

灰褐色土出土遺物 (1l34 一           T134 一 1144 は陶器。 T134 一 T137 は灯明 受皿 

で ， T138. T139 は灯明 m. 。 いずれも外面 露胎 。 内面は， T136 は灰白色， T137 は 緑 灰色， 

そのほかは 黄 灰色を呈する。 1l40 は． @- 瓶の U 緑郎 で ，内面は露 胎 。 外面に薄い鉄軸を 施 

し 肩部に櫛描 波状文を巡らす。 T141 は 鍋 。 内外面ともに 鉄 軸を施す。 T142 は垂下する 

かえりをもっ 内面 露胎 の 蓋 。 外面には灰褐色の 軸を施す。 ¥143 は京焼系の猪口。 外面上 

半と内面に白化粧をしている。 T144 はおろしⅢ。 外面ト部 と ロ縁端部に鉄杣を 施す。 お 

ろし日は 4 条 i 単位。 Tl% . T146 は 染付   。 T145 は小皿で， くすんだ青色をしている。 

T146 は小体。 コバルト色を 呈するので，明治期まで 下るかもしれない。 
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                                                は 総計 i49 点の銭貨が 出 ・Ⅱした。 うす ，， S ㏍から九相通 實                                             

    な ，灰褐色・ l     中から寛永逝 費 2   点と 銭種 不明記 2 点が出Ⅱしたほかは ， 西 調査床束壁際 

                                の埋 @                    の出土が 144%     とほとんどを 占める。 これら                       

              北東部分を中心とする 狭 い 範囲内に，ばらばら                                 もまとまっていたこ 

                一部に数枚単位で 銭緩の状態をとどめるものがみられたこ                                         
集 にとどまってお     引日 @ の・括出上例はきわめて 出色な事例であ る。 よってここにその 

組成内容と計測データを 呈示し今後の 比較検討に備えることにした。 

表 1 には 銭 種の組成を示す。                                                                                                                                                                 

      元 祐道 實 ， 皇宋通貰 ， 煕寧 冗費，元旦過賞，開元 通實 ，天空元 費 ，の上位 6 種が半数 

近くを占める 0 これは，おおむね 全国的な出土傾向 表 @  SXl 出土．銭貨   
は ，南宋銭の淳 祐 冗費 の ¥2A41 年であ るから，       開元通費 乱 九重 哲 (621)  (75 め     6.3% 0.7% と 認定できるこ と @ 太平 通實     これも貴重な 情報といえよ つ ,   
表 9. には，                                                       銭種 が不明なも 

    
                                                                                                                          - 一 @ 口 十                                                                     

                      おおむね兵庫埋蔵 銭 調査会の方式にしたがい ，天生九 天聴 通 智い %(1 0l7)  ㏄ 3)      l.4% 6.3% 

大きさについては ，外縁外径を 2 箇所 (A.B),  景 皇宋 棚元 迎賓 賈 (1034) (1038)       l 9.7% Ⅲ 九 

                                    箇所 (C . D) の測点を求めてい                                                                       
[ 永井 刷 994  第 10 図コ。 銭 屋は 4  点を測定し ，こ                                                             

こでは最大値と 最小値を表 ポ した。 このほか電子夫九 僻事九 % 通費 %(1068) (107 の 12 12 8.3% B.00/ 
i, 下により重量も                                         
                                                                                                                              聖天元 改札 通寅い 實 (1101)  lll)          4.2% 3.5% 

重量にはかなりの 差異が認め                                               慶九 通 實 (1195)                   
と から， 模 鋳銭の叶 能ィ 生なども視野に 入れながら， 判読不能     , つ   

17 



  
表 2  SXl 出土銭貨の計測 

番号 践極 切釘 吉 A  (mm)  B  (mm)  C  (mm)  D  (m" 。 )  厚さ ("m)  圭 (U)  備 考     
工 開元 通實                                                                                         

2  開元通宵                                                   
3  開元 通實 62@  23.85 24.55  19.75  20.35  1.l0-   l.25  け・ 7)  破損 

4  開元 通實                               Ⅲ． 20  21-25  l ぷ 0-1.45       

5  開元 通哲                                                                                       

6  開元迎賓       %.l0 20.60 21.00 1.45-1.55 (2.4) 周縁 欠         
9  開元 通實                                                 21.15                             

Ⅰ 0  乱 元重 實                                                                                       
㎎ 至道元 實 995  車       
16  成平 冗費           24.45 24.15 18.75 19.05 1.40-1               

                                                              25.40 19.40 19.20 1.15-1.35                                       
                                                              お ． @  ㎎． 幼 Ⅸ .85  1.05-   1   30  は・の周縁 欠 ・破損   
21  県徳元 實           18.60  1.00-   l.l5  (2. の 周縁 欠   
                                                                                                        2;0-   1.40  ㏄・㊥周縁 欠 ・破損 

                                                  朽 ． 45 25.35 18.80 Ⅰ 8.R0 l よ 0-%.35           
2  祥符 元費                                                                   わけ・ め 周縁 欠 ・破損     
                                                25.25 25.75 20.55                                                           23.05 21.10 1.20-1.45                                         
30 元型冗費                   2l.05  0 ． 95-   %.05  い ． 8)  周縁 欠 ・破損 

㎝ 大聖九 %                                                                                               

32  人里九 %  1023     10-   l.35 (1.3) i り欠 ・破損 

33  大聖 元實                                     20.25 19.75 1.10-1.50         

    天空元 晢 1023 篆     
      天空九 %  1023  篆 1.10-1.30 (1.4) l /2 大 

  ・ :f  人里兄貴                             ・ :0-   %.40  ⑫． 4)  周縁 欠 ・破損   
38 元 型 九 %                 
4l % 大通 費                         

  



      

表 2  つづき 番号 銭 棉 初鋳丼 旧げ さ (( ・ ・・ 、 ） て甲 @- ・・ ( u@ ) ィ @ 北抑 ナ %.@   
    皇 木通 實 1038                 
                                                    111.38 % 25.50 お山 0 円．㈲ 20.05                             

        皇天迎賓 i038 篆 24. ㏄ 2R.4r1 l9-80 20.40 1.2%i.45           
                                                      25.15 25.15 20.30 19.90 1.35-1.80                                   
          嘉 相通宵 l0.5f 篆 25.50 25.45 19.95 l9.75 1.00-1.20 3.4 

56  幕 柘 九 %                           30-   1.70 (1.6) Ⅰ /4 欠 ・破損 

    治平冗費 iofn4 篆 24.30 24.2h Ⅰ g...:0 19. ㏄ 1.40-   1.50       

58  治平九 % l0fn4  篆 24.i.5  24.00  円． 00  ト ． 40  l. 巧   l                       
                                                              25.05  24.70  19.60                                                 
㏄ 煕寧元費 ㏄ fn8 案 2.2. 刃 0  2.3.85  18.85                                                 

                                                                    23.60  23.80  19.05  18.95                               
                                                                                                                  l5-   l.30  (2.0)  周縁 欠 ・破損       
72  元 豊通賓         行 25.40  25.251  19.60  9  ㎡ 0  1                                       
      7L 豊道 實 1078  行   
80  元 豊 通貨 (78  袋 2,,5.4F1 ,7,5.65  別 ． 7)  四 ． 巧                         

    元豊通實 1078                                                          70-   1.80 ㏄． 3) 周縁 欠 ・破損     
  



  
表 2  つ づき 香号 ・ @ 一ナ 日 - イ @ Ⅰ @ ((. ・ ) @ 土山 (((( ・ ).1. ・ Ⅲ @ @ @m 考   

    九相通 費 Ⅰ 08f  笑 24.9.5  24.80  21.l0  %  . 紡                                     
      元 神通貨 l(8f 村別． 30 2.-:.90 ㎎． 00         7f1 l.oS 一 l.1S 2.2     
    九相通 費 1086  行 23.75  24.05  19.lR  19-90                                             
                                                  行 24.90 24.10 19.85 20.20 Ⅰ   ㈲   1.4h 2 山 川縁 欠 

                                                  24.85  %  .25  8  .50  8  .5  1.10-   1.30  ㏄．め 中火矢   
    紹聖元 ， 實 1094 行 24.85 24.75 9.80 19                                           
                                                                    50 7,4.45 ， 低山 0 % よ ( 1                                 

                                                    行 ZM4.40 2@4..,:h                   ． 50 1.30-1.40 2.4 

                                                1094 W ， 24.10 24.20 19.20 18.90                                       45-   l.55  ⑫． 4)  周縁 欠 ・破損 

                                                                                                      ． 25 1.30-1.35 2.6   
      甲宋 冗費Ⅱ 0l 篆 24.00  24.1R  20. 比 れ ．Ⅱ                                     
      空穴九 %  1101                                                                                   

                                                                                              19.65 1.25-1.50 3.6   
      聖 木元 實 1101 行   20.65 1.30-l ． 65 ⑫． 7) 周縁 欠 

                                        24.45  23.30  20.10  20.10  1                                     
                                              壊朽． Z> 「， 25...:0  22. 托 /?   ・ :R  l..3.5-1.40  ㏄． め 周縁 欠 ・破損 

l17 度元 @ 智 11gii                                                                                                         
菩 : 他用古体，「 行 」 ヰイ   テ書体，「 草 」 づ草ぎ ・ 体 ，「 篆 」 + 篆書体，無記人は 真吾 体 ない 

し甘 片言 4% て 



    

5  円、 七口 小 @ 吃 

今回の発掘調査では ，小冊 積 にもかかわらず 重要な知見が 得られた。 ここで簡潔にまと 

めておきた い 。 

縄文・弥生時代の 遺跡                                                                                                                                                                                                 

                量的にみると ，                                                                                                                                                                 

しか堆積していない 西 調査 区 においても，遺構が 存在し，定量の 上春の出土．もみている 点 

は，調査図一帯がその 時期に広範に 利用対象となっていたことを 示す成果として 注目され 

                                                                        壷と 携の双方   が 偏ることなく 出土．してお     また・ 遺   
のの廃棄であ ることを示唆している。 今後，周辺の 調査においては 住居跡や貯蔵 穴など 遺 

構の存在に十分注意を 捌 、 う 必要があ ろう。 また，少量ではあ るが出土している 縄文晩期滋 

賀 里 Ⅲ b 式の   l     器片は ついても，いずれも 磨滅しておらず ， この時期の遺跡のひろがりに 

ついても今後留意しておかねばな 乙ないだろう。 

古代の遺跡 奈良・平安時代とも 少量の遺構と 遺物しか出土していないため ， これら 

の時代の遺跡像を 語ることはむつか         そのなかで注意しておきたいのは ， 東 調査 区に 

おいて一定量出上している 奈良時代の遺構と 遺物であ る。 前回調査においても ， とくに 東 

半を中心にこの 時代の遺構と 遺物が一定量確認されているため ，今回もそのひろがりが 及 

んだものとみられる。 北東約 200m の AT27 区で同時期の 竪穴住居 2 棟が見つかっている 

ことも考慮すると ，おおむね本部構内申央から 総合人間学部構内北辺にかけての 微 高地上 - 

が ， この時代の遺跡の 中心的範囲であ ったと想定できる。 平安京遷都以双の 山城北部地域 

の古代遺跡は 非常に資料が 乏しいため，今後の 調査で 員章 な情報が得られるものと 期待さ 

  
                                                                                            どの古墳時代遺物が 出土し周辺に 古墳や集落の 存在も期待 

されたが，今回全くそれらは 認められなかった。 

中世の遺跡 今回は， 西 調査 区 において，掘立 柱 建物 跡 Sinl や，多量の銭貨が 出土 

した落ち込み SXl などがみつかり ，遺跡の内容を 具体的に知るために 重要な情報を 追加 

することができた。 厳密な時期的平行関係は 今後さらに検証を 積み重ねる必要があ るけれ 

ども，前回調査で 確認された 濠状 の大清に囲まれた 内部に，掘立 柱 建物が存在していたこ 

とを示す成果が 得られたとみて 良かろう。 ただし柱穴の 径は小さく，礎石も 持たないこ 

  



  
とから，小規模て 簡便な構造の 建物てあ った可能性か 高い。 近接して特殊な 性格をうかか 

わせる落ち込み SXl か 存在することと ， 几 類の出土量の 多さに比して 日常雑器類の 出土 

量 か 少ない， といった状況を 考慮すると，一帯は 通年的な居住生活にかかわる 屋敷地とい 

うよりも，あ る 杵度 宗教的な機能を 果たしていた 空間てあ り， この建物もそれに 関係する 

                と 想定しておく 方か妥当と考える。 また，                                                                   

部 構内や医学部構内なとて 頻繁にみられるような 土師器皿の大 量 廃棄遺構は存在                 

とも，それらの 地区の中世遺跡とは 性格を異にするものてあ ったといえるたろう。 前回 刷 

査の報告に際しては ，勧修寺 流六 m 氏の浄蓮華 隔 と吉田社関連のふたつを 候補として 掲け 

たけれとも，現段階てはまた 結論を下すことは 難しい。 今後のさ                                                               

区 との比較によって ， より確実な判断を 行うことにしたい。 

近世の遺跡 西胴杢区て 新竹関連の柱穴 群と 野壺 か 見つかっているか ，哀調査 因 ては 

包含 層 そのものか加平されてしまっており ，遺物もこく 少量しか 出七 しなかった。 中世人 

以降調査 地 一帯は耕地化しており ， この時代の居住の 中心は，哀調合図よりもさらに 東方， 

現在の吉田二本松町を 中心とする市街地と 重複しているの て あ ろう。 
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